
 

令和５年１２月２２日 
川口市立舟戸幼稚園 

年長組 

               

２学期は運動会にいもほり、上野動物園遠足やカレーパーティー、もちつきなどたくさんの行事を

経験しました。友達と協力して遊びを進める楽しさを味わったり、自分の思いや考えを実現する喜び

や、やり遂げた時の達成感を感じることができました。その経験が自信や年長児としての自覚につな

がり、とても頼もしく感じられます。明日から冬休みです。大掃除や新年の準備など、普段経験でき

ないことがたくさんあります。充実した冬休みを過ごし、３学期、元気に会えることを願っています。 

今学期も保護者の皆様の温かいご理解やご協力をありがとうございました。３学期もよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみれ組動物園大成功！ 
 

 上野動物園遠足の後、保育室に大きな紙を置いておくと「動物園で見た動物描きたい」「ぼく、キ

リン描きたい」「ぼくも」「私は、モルモット描く」「私も」と、自然と自分の描きたい動物のグルー

プができ、友達と協力して大きな動物を描きました。「遊戯室に飾ろう」と遊戯室に飾ると、「いい

こと考えた！遊戯室にいっぱい動物つくってすみれ組動物園にしょうよ」「それ、いいね」と動物づ

くりが始まりました。つくるだけが目的ではなく、つくって遊ぶ、遊んでつくるを繰り返しながら

イメージを膨らませていました。自分のつくりたい動物を言い合い、「私も」「ぼくも」と自然にグ

ループができました。 

 ワニづくりでは、口が開くような箱を偶然見つけ、「これをワニの口にしょう」と口からのスター

トとなりました。「水の中にワニを入れたい」とブルーシートを水に見立てその中に入れました。ワ

ニを緑にしたいと緑のガムテープで貼ったり「一匹だと寂しいから」と遠足当日みんなでみたフラ

ミンゴもつくりました。その後も門づくり、一本橋やはしごのオカピづくり、シマウマの滑り台づ

くりを友達と試行錯誤したり、思いを伝え合ったりしながら協同でつくることを楽しんでいました。 

 モルモットづくりでは、モルモットを膝に置いたり、モルモットの話を聞いたりした経験から「モ

ルモットの家をつくろう」「餌をあげられるようにしょう」「餌を入れる冷蔵庫もつくろう」とイメ

ージが広がり想像の世界を思い切り楽しんでいました。「ここをふれあい広場にしたらどう？」とコ

アラづくりが始まると、「コアラは難しいからつくる前に絵を描いて練習しよう」「コアラを抱っこ

して写真を撮れるようにカメラもつくろう」と自分たちで動物づくりを進めていきました。 

 パンダづくりでは、パンダをつくっているうちに「しかけのあるパンダにしよう」とドングリ転

がしのパンダが出来上がると「もう一匹つくろう」と段ボール箱を探していると、偶然大きな段ボ

ールを重ねて、ラップの芯でたたくと、太鼓のような音が出ると発見しました。ドンドンたたいた

りそれに合わせて踊ったりと楽しいパーティー会場のようになりました。すると「パンダのドラム

をつくろう」と遊びの中からアイディアが見つかりそこからイメージが広がってきました。また、

自分達がつくったパンダに愛着を感じそれに乗ろうとすると、「かわいそう。パンダがつぶれちゃう

よ」「乗れるパンダをつくろうよ」と乗れるパンダをつくったり、「もっと乗れる動物つくりたい」

と乗れるトラづくりやトラのトランポリンとたくさんの遊べる動物ができました。 

動物園の中を走るモノレールやお店屋さんもでき、夢のようなすみれ組動物園が完成しました。 

友達と協同でつくったり、イメージを広げたり、時には友達と相談したりしながら解決していきま

した。 

動物で遊んでいる中で「年少さんや年中さんも招待してあげようよ」という思いがあふれてきま

した。「チケット用意すれば？」「地図はどう？」と、招待するために必要なものを自分たちで考え

て動物園ごっこを進めていきました。そして、招待に向けて力を合わせてつくりあげていきました。 

 年少組、年中組を招待の日は、「いらっしゃいませ」「こっちに来ませんか？」と声をかけたり、

優しくやり方を伝える姿もあり、『みんなの動物園』の飼育員を立派にやり遂げました。やり遂げた

子供たちの表情は満足感と充実感に満ち満ちていました。 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の『協同性』『思考力の芽生え』『協同性』『言葉に

よる伝え合い』『豊かな感性と表現』につながる姿が見られます。 

 

 

 

 



１月は次のようなねらいをもって進めていきます 

 ○ 自分なりの目当てをもって繰り返し取り組む楽しさを感じる。 

 ○ 友達と思いや考えを出し合いながら、目当てや目的をもって遊びや生活を進めることを楽しむ。 

 ○ 劇遊びに興味をもち、みんなで相談したり、いろいろな表現をしたりして楽しむ。 

 ○ 冬の自然に関心をもち、遊びに取り入れて楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3学期に向けて 

<登園について> 

 3 学期からは、中学校側の東門からの登園になります。家の人と門で別れて、靴を履き替え

る場所まで一人で歩く経験が小学校への自信となるよう見送ってください。 

 

＜欠席連絡について＞ 

 欠席の連絡は、８時５０分から９時１５分の間にお願いします。 

 （８時５０分前は、朝の打ち合わせのため、緊急の場合以外はご遠慮ください） 

 

＜手洗いについて＞ 

 3 学期から、手で洗った後にハンカチで手を拭くようにします。ハンカチとティシュはポケ

ットに入れ、毎日自分自身で身につけるにしてください。ハンカチで手を拭くので、かける

タオルは必要ありません。 

 

＜牛乳について＞ 

 3 学期から、お弁当の時に牛乳を飲むことがあります。飲む日にちについては、後日お知ら

せいたします。アレルギーのある方は、担任までお知らせください。 

 

＜コマについて＞ 

 引き続き幼稚園で遊びたいと思います。コマ、袋、紐の名前（目印）を確認のうえ、3 学期

も忘れずに持ってきてください。太い紐、細い紐共に、両端を結んでいるかの確認をお願い

します。 

 

お願い  

※冬休み中にご確認をお願いします。 

☆園帽子やカラー帽子のゴムが伸びていませんか。様子を見て、付け替えてあげてください。 

☆コップやティシュなどの持ち物の名前が消えかかっていたら、書き直しをお願いします。 

☆上履き、外靴のサイズがあっているかを確認してあげてください。 

☆折れたり、短くなったりしたクレヨンの補充をお願いします。 

 

 

※ご多用のところ、個人面談にご協力いただきありがとうございました。今後の保育に生かし

ていきたいと思います。 

※冬休み中のおたより帳のシールを配布しましたので、お子さんと一緒に 1日を振り返り、毎

日 1枚ずつ貼ってください。 

※３学期始業式(1月９日)の持ち物は、ふなとっこ(冬休みの生活の欄に記入をし、保護者印を

押してください)、おたより帳、コップとタオル、上履きです。降園時間は 11：00です。 

 

 

 


